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令和３年度 公益社団法人大気環境学会 事業報告 

（令和３年７月１日～令和４年６月 30 日） 

 

1. 会員の状況 

種 別 令和３年６月 30 日 令和４年６月 30 日 差引増減（△） 

正 会 員 746 名 721 名 △25 名 

法人会員 A 120 名 116 団体  △４団体 

法人会員 B 48 名 49 団体 １団体 

学生会員 74 名 79 名 ５名 

賛助会員 16 団体（17 口） 15 団体（16 口） △１団体(１口) 

 正会員数は、令和２年度は 18 名の減少であったが、令和３年度は 25 名の減少になった。 

 学生会員は、令和２年度は 26 名の増加であったが、令和３年度は５名の増加になった。 

 

2. 年会報告 

第 62 回大気環境学会年会を、令和３年９月 15 日（水）から９月 17 日（金）に開催した。新型コロナウ

イルスの感染状況が改善しないため、第 61 回年会に続いて対面での“オフライン”開催を断念し、初の本格的

な“オンライン”年会として開催することとなった。参加登録は 367 名であり、内訳は正会員 229 名、学生会

員 74 名、法人会員 A10 名、法人会員 B22 件、賛助会員 13 名、名誉会員１名、非会員 18 名であった。例年

のオフライン年会に比べて 2‒3 割程度少ない数ではあるが、当初の目標をいずれもほぼ達成することができ

た。また、本年会では自主企画となったものの、分科会は 10 件の企画（講演 30 件など）が実施された。本

年会は、オンライン環境機器展（５社）、技術セミナー（８社）、バナー広告（９社）、企業 CM（５社）、

プログラム集広告掲載（16 社・団体）、公開シンポジウム（１社）と多くの協賛を得て開催することができ

た。ご協力いただいた企業・団体の皆様に、心より感謝の意を表する。 

 

3. 総会開催 

令和３年９月13日に東京都新宿区山吹町358‒5 ㈱国際文献社アカデミーセンター４階会議室を基地局と

した Web 形式で令和３年度定時総会を開催した。審議および報告事項は以下の通りである。 

１） 令和２年度事業報告、収支決算報告および監査報告 

米持真一常任理事より令和２年度事業報告があり、中井里史常任理事より令和２年度収支決算報告があり、

大原利眞監事より監査報告がなされた。議長より質疑を求めた後、これらの報告を全員一致で決議した。 

２） 令和３年度事業計画および収支予算について 

米持真一常任理事より令和３年度事業計画が報告され、中井里史常任理事より令和３年度収支予算の説明

がなされた。事業計画および収支予算については、定款第 35 条により、事業年度開始前に理事会を開催し、

既に承認されているため、本総会では事後報告であった。 

３) 名誉会員の推戴 
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伊豆田 猛会長より、小野雅司会員、河野吉久会員、柳沢幸雄会員、横田久司会員を名誉会員に推戴する旨

の報告があり、承認された。 

４) 第63回大気環境学会年会開催地 

第63回大気環境学会年会を令和４年９月14～16日に、大阪公立大学中百舌鳥キャンパスを主会場とし、年

会長を竹中規訓会員（大阪公立大学）として開催する予定であることが報告され、承認された。 

５) 第64回大気環境学会年会開催地 

第 64 回大気環境学会年会は年会委員会で年会長および開催地などを検討中（関東支部を予定）であること

が報告され、承認された。 

 

4. 理事会等開催 

4.1. 理事会 

１）定例の会議の開催 

 第１回：令和３年８月 19 日 メール審議によるみなし決議（法人法第 96 条”理事会の決議の省略”適用） 

  審議内容：令和２年度事業報告、令和２年度収支決算、令和２年度監査結果、定時総会（2021 年９月

13 日）の案内、入退会希望者、「大気環境未来 60」応募事業、名誉会員の推戴等 

第２回：令和４年６月 10 日 Web 会議 

審議内容：令和４年度事業計画、収支予算、資金調達および設備投資見込、入退会希望者等の承認、令和

４年度定時総会の開催方法と議案、理事選挙、名誉会員の推戴、役員の業務遂行報告等 

２）令和２年度事業報告および収支決算の承認（第１回理事会） 

それぞれ、原案の通り承認された。 

３）令和４年度事業計画および収支予算の承認（第２回理事会） 

それぞれ、原案の通り承認された。この結果を受け令和４年６月 27 日に内閣府に事業計画書等を提出した。

また、学会ホームページに掲載した。 

４）名誉会員の推戴について 

推戴の目安を見直した案が説明され、原案のとおり承認された。 

4.2 常任理事会 

１）定例の会議の開催 

第１回：令和３年８月 11 日、第２回：令和３年 10 月８日、第３回：令和３年 12 月 17 日、第４回：令和４

年５月 27 日（いずれも国際文献社を基地局とした Web 開催） 

その他、適宜メール等により必要事項を協議した。 

 

5.支部長会 

令和３年度は開催なし。 

 

6. 出版等 

１） 大気環境学会誌 
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第 56 巻４号～第 57 巻３号の計６号（電子ジャーナル）を刊行した。これに加え、第 56 巻１号～６号を

まとめた POD 版（冊子体）を２月に発刊し、法人会員と賛助会員に配付した。 

２） 第 62 回大気環境学会年会講演要旨集を刊行（年会事務局）した。 

３）日韓大気環境学会合同英文誌 AJAE（Asian Journal of Atmospheric Environment）Vol.15 No.3、No.4、

Vol.16 No.1、No.2 を発行した。 

 

7. 委員会開催 

7.1．倫理委員会 

特に検討が必要な事項はなかったため、令和３年度は倫理委員会を開催しなかった。 

7.2．国際交流委員会 

中国環境科学学会大気分会主催による日中韓共同国際ワークショップ「Urban Air Pollution and Its 

Impacts on Human Health and Climate Change」の企画運営に協力した（令和 3 年 11 月 24 日、Web 開

催）。当該ワークショップにおいて、国際交流委員会から２名の委員が研究発表を行った。参加者約 30 名。 

7.3．学会賞選考委員会 

令和４年５月 31 日を締め切りとして、令和３年度の大気環境学会賞の公募を行なった。学会賞選考委員会

（令和４年６月７日、Web 会議）を開催し、各賞の選考を行い、選考結果を常任理事会に報告した。 

7.4．編集委員会（編集実務委員会） 

１）定例の会議の開催 

定例の会議を開催して学会誌の編集企画を行い、計６号（第56巻第４号～第57巻第３号）を刊行した。ま

た、適宜メール審議により必要事項を協議した。 

第１回：令和３年７月29日、第２回：令和３年11月29日、第３回：令和４年１月31日、第４回：令和４年１

月31日、第５回：令和４年３月30日、第６回：令和４年５月26日 

２）論文審査 

令和３年度に投稿のあった論文等について、掲載可否の審査を行った。 

３）入門講座等の企画・掲載 

入門講座を企画、掲載した。また、あおぞら、支部・分科会だより、研究室紹介を掲載した。 

４）その他 

入門講座および解説のダウンロード販売を行った。 

7.5．論文賞選考委員会 

大気環境学会誌第56巻およびAJAE第15巻に掲載された論文を対象に、編集委員による推薦（一次評価）と論

文賞選考委員会における審査（二次評価）の２段階で選考した。 

その結果を受けて論文賞選考委員会（令和４年５月24日）を開催し、授賞候補を常任理事会に報告した。 

7.6．広報委員会 

前年度に議論した研究成果の社会還元のための広報活動、会員増強のための広報活動、次世代研究者確保のた

めの広報活動、関連他学会との連携と差別化等の具体化に向けて検討を行った。 

企画運営委員会および産官学民連絡評議会と連携して、化学物質過敏症、マイクロカプセル香害に関する社会
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的関心が高まっていることから「かおりと健康被害」に関する講演会の企画を検討した。 

7.7．企画運営委員会・産官学民連絡協議会 

広報委員会との連携として、化学物質過敏症、マイクロカプセル香害に関する社会的関心が高まっていること

から「かおりと健康被害」に関する講演会の企画を検討した。現在、「民」として日本消費者連盟・平賀氏に「香

害という公害～日常を脅かす化学物質汚染～」という演題でご講演の承諾を得ている。  

7.8．AJAE 委員会 

韓国大気環境学会と協力して AJAE（Asian Journal of Atmospheric Environment）Vol.15 No.3、No.4、

Vol.16 No.1、No.2 を発行した。 

7.9．「大気環境未来 60」募金委員会 

令和４年６月 30 日を締め切りとして、令和３年度の「大気環境未来 60」募金を活用した事業の公募を行

い３件の応募があった。 

7.10．年会委員会 

年会委員会を５回（令和３年７月 12 日、９月６日、10 月 15 日、令和４年１月 19 日、５月 19 日）開催

し、第 63 回年会の円滑な運営と第 64 回年会の準備について検討した。また、奥田委員長が第 63 回大気環

境学会開催のための委員会に出席した（令和３年７月 30 日、12 月 22 日、令和４年３月 15 日、３月 25 日、

４月 26 日、５月 11 日、５月 17 日、６月 24 日）。 

7.11．地方環境研究所等委員会 

随時メール審議により地方環境研究所の学会活動の活性化案について議論し、初心者向け講習会企画等の検

討を行った。 

 

8. 支部報告 

8.1. 北海道・東北支部 

１）支部総会、幹事会：令和３年 10 月 29 日（東北工業大学、Web 同時開催） 

①支部総会：令和２年度支部活動報告および決算報告、令和３年度の活動方針と予算案の承認。次回支部総会の開

催地の決定（参加者 21 名）。 

②幹事会：支部規約の改定の審議と承認（参加者 12 名、うち委任状 5 名）。 

③研究発表会（総会と同会場）一般研究 12 題、講演 2 題、参加者 39 名。 

２）支部ホームページ（https://sites.google.com/site/jsaehokkaidotohoku/）に関連資料をアップ。 

8.2．関東支部 

１）支部総会：令和４年６月３日（ムーブ町屋） 

令和３年度支部・部会活動報告、令和３年度中間会計報告、令和４年度予算案、令和４年度活動計画案、参

加者 143 名（うち委任状 118 名）。 

２）支部役員会：第１回役員会（令和３年 11 月９日：Web 開催）、第２回役員会（令和４年１月 27 日：Web

開催）、第３回役員会（令和４年３月 28 日：メール審議）、第４回役員会（令和４年５月 24 日：Web 開催）。 

３）支部講演会：令和４年６月３日（ムーブ町屋） 

テーマ：「温暖化対策『カーボンニュートラル』における温室効果ガスの吸収源」、講演３件、参加者 46 名。 
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４）部会活動報告（順不同） 

５つの部会が以下の活動を行った。 

① 大気沈着部会 

講演会「第 33 回酸性雨東京講演会（共催：酸性雨分科会）」の開催：令和４年６月 16 日（Web 開催）、

テーマ：「大気－森林間の炭素および窒素交換」、講演２件、参加者 34 名 

② 粒子状物質部会 

講演会（共催：関東地方大気環境対策推進連絡会微小粒子状物質調査会議）の開催：令和４年３月 18 日

（Web 開催）、講演５件、参加者 96 名 

③ 植物影響部会 

講演会（共催：植物分科会）の開催：令和４年１月 18 日（Web 開催）。講演１件、参加者 20 名。 

④ 大気質調査部 

オンラインによる講演会を検討したが、令和３年度の開催に至らなかった。 

⑤ 科学コミュニケーション部会 

研究会・ワークショップ等の企画を検討したが、令和３年度の開催に至らなかった。 

8.3．中部支部 

１）評議員会：令和３年 12 月 11 日～12 月 17 日（メール審議） 

議題：令和３年度中部支部総会へ提出する議題・資料について。 

２）支部総会：令和４年１月 11 日（Web 開催、委任状含めて参加者 40 名） 

議題：令和２年度の事業報告・決算報告・会計監査の報告、令和３年度事業経過報告、令和３年度決算見込

みについて、令和４年度事業計画・予算、支部役員の選挙方法について（支部規約の改正）、その他。 

３）公開講演会：令和４年１月 11 日（Web 開催）特別講演２件、レビュー講演１件、参加者：80 名以上） 

8.4．近畿支部 

１）支部総会・シンポジウム：令和３年７月 30 日（大阪府大 I‒site なんば・Web 同時開催） 

令和２年度事業報告ならびに収支決算報告、令和２年度委員会・部会活動報告、令和３年度事業計画なら

びに予算案、支部規約の改正の承認。 

シンポジウム：「マイクロプラスチック研究の最前線」、講演３件、参加者 75 名（対面 19 名、Web56 名） 

２）理事会・運営幹事会：令和３年７月 30 日（第１回、大阪府大 I‒site なんば・Web 開催）、令和４年１月

31 日（第２回、大阪大オープンイノベーションオフィス・Web 開催）。 

３）委員会・部会活動 

① 学術委員会：大気環境学会近畿支部研究発表会：令和３年 12 月 27 日（大阪府大 I‒site なんば）、 

一般発表 21 件、特別講演１件、参加者 43 名。 

② 情報・広報委員会：大気環境学会近畿支部ホームページの運営。 

③ 気象拡散部会講演会：令和４年５月 17 日（大阪公大 I‒site なんば） 

テーマ「大気拡散研究におけるモデリング技術の現状とこれからを考える」、講演３件。 

④ 反応と測定部会・エアロゾル部会・植物影響部会合同講演会：令和４年５月 16 日（大阪府環農研・Web

開催） 
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テーマ「植物起源 VOC・エアロゾル・オゾンの生成と反応」、講演３件。 

⑤人体影響部会セミナー：令和４年６月 23 日（Web 開催） 

テーマ「空気環境における新型コロナウイルス感染症対策の最適点を探る」、講演３件。 

8.5．中国・四国支部 

１）支部総会：令和４年５月 28 日～６月５日（支部ホームページへの資料掲載による開催） 

令和３年度事業報告・収支決算報告および令和４年度事業計画・予算計画について。 

２）大気環境学会・日本水環境学会・廃棄物資源循環学会中国・四国支部合同講演会 

新型コロナウイルス感染症の影響によって中止。 

３）支部ニュースレター 

令和４年３月、４月、５月、６月の４回配信。 

8.6．九州支部 

１）支部総会：令和４年３月７日～３月 10 日（メール審議） 

令和２年度事業実施報告および収支決算報告、令和３年度事業計画および予算、九州支部役員の交代。 

２）支部役員会：令和４年３月２日～３月４日（メール審議） 

令和２年度事業実施報告および収支決算報告、令和３年度事業計画および予算、九州支部役員の交代。 

３）支部研究発表会：令和４年３月 11 日（Web 開催） 

室内環境学会九州支部と合同で研究発表会を開催。演題７件（大気環境３件、室内環境４件）、参加者 36

名。 

 

9．分科会等報告 

9.1．植物分科会 

１）総会の開催（誌上開催）：令和３年９月 21 日～９月 28 日（意見募集期間） 

2）講演会の開催（関東支部植物影響部会との共催）：令和４年１月 18 日（Web 開催）講演１件、参加者 24

名。 

3）講演会の開催（関東支部植物影響部会との共催）：令和４年４月 22 日（Web 開催）テーマ：「SDGs と

植物」、講演４件、参加者 26 名。 

4）世話人会議 令和３年 10 月 14 日、令和４年２月 17 日、４月 22 日。 

9.2．大気環境モデリング分科会 

１）年会分科会：令和３年９月 14 日（第 62 回大気環境学会年会、Web 開催） 

テーマ「今後の光化学オキシダント対策に向けた現状整理、課題、方向性について」発表４件。 

研究集会「第５回アジア域の化学輸送モデルの現状と今後の展開に関する研究集会」を共催（主催：九州大

学応用力学研究所全国共同利用研究集会）。発表 13 件、参加者 44 名。 

9.3．酸性雨分科会 

１）年会分科会：令和３年９月17日（Web開催） 

 テーマ：「反応性窒素と、その生態系影響」、講演２件、参加者57名。 

2）第33回酸性雨東京講演会（関東支部大気沈着部会、酸性雨研究会との共催）：令和４年６月16日（Web開
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催）、テーマ：「大気－森林間の炭素および窒素交換」、講演２件、参加者34名。 

３）メールニュースの発行 

 479号～481号まで12回発行（メール会員238人・令和４年６月３日現在）。 

9.4．環境大気モニタリング分科会 

１）講演会（第 48 回研究会）：令和４年３月８日（Web 開催） 

テーマ：「モニタリングデータを活用した健康影響の評価」、講演３件、参加者 80 名。 

２）幹事会 

令和３年 12 月 16 日：第 50 回研究会の企画、テーマ、構成について検討した。 

令和４年４月 27 日：年会分科会の企画、テーマ、構成について検討した。 

9.5．健康影響分科会 

１）年会分科会：令和３年９月 17 日（Web 開催） 

テーマ：「大気粒子状物質の健康影響を反映する指標の探索と発生源の推定」、講演３件、参加者 69 名。 

２）年会公開シンポジウム（大気環境学会、室内環境分科会との共催）、令和３年９月 16 日（Web 開催） 

テーマ：「COVID‒19 と大気環境」、講演７件。 

9.6．モビリティ環境分科会 

１）年会分科会：令和３年９月 15 日（Web 開催） 

テーマ「脱炭素社会を目指す政策とモビリティ環境の変化」、講演４件、参加者 56 名。 

２）講演会（都市大気エアロゾル分科会との合同講演会および東京電機大学と東京大学の合同公開ゼミ）：令

和４年６月 21 日（Web 開催） 

テーマ：「PM2.5 の現状と新たな自動車排出ガス規制」、講演３件、研究発表７件、参加者 96 名。 

9.7．室内環境分科会 

１）年会分科会：令和３年９月 17 日（Web 開催)  

テーマ：「芳香と生活環境」参加者 21 名。 

２）セミナー（関西支部人体影響部会との共催）：令和４年６月 23 日（Web 開催） 

テーマ：「空気環境における新型コロナウイルス感染症対策の最適点を探る」、講演３件、参加者 30 名。 

３）その他 

令和２年５月 22 日に予定していた公開講演会（テーマ「加熱式たばこの現状と研究動向」）については新

型コロナウイルス感染拡大のため、告示直前の令和２年３月末に延期決定し現在も延期中。Web 形式で集会

やセミナーに向けた打合せを実施（６回）。 

9.8．放射性物質動態分科会 

１）年会分科会：令和３年９月15日（Web開催） 

テーマ「東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性ヨウ素の実態」、参加者26名。 

２）「東京電力福島第一原子力発電所事故による放射能大気環境汚染―これまでとこれから―」を執筆し、出

版を検討中。 

9.9．臭気環境分科会 

１）年会分科会：令和３年９月 14 日（Web 開催） 
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テーマ「畜産農業における悪臭対策～最新の技術開発動向と現場での優良対策事例～」、講演３件、参加者

71 名。 

２）大気環境学会誌おすすめ図書原稿執筆。 

9.10．都市大気エアロゾル分科会 

１）年会分科会：令和３年９月 21 日（Web 開催） 

テーマ「成分データによる PM2.5 の実態解明と疫学やモデル研究への展開」、講演４件、参加者 82 名 

２）講演会開催（モビリティ環境分科会と合同講演会および東京電機大学と東京大学の合同公開ゼミ）：令和

４年６月 21 日（Web 開催） 

テーマ「PM2.5 の現状と新たな自動車排出ガス規制」、講演３件、発表７名、参加者 96 名。 

9.11．気候変動研究会 

１）コロナ禍のため年会等での研究集会は行わなかった。 

大気環境学会誌の入門講座「温暖化適応策」の構成などについて助言を行った。 

 

令和３年度事業報告には、「一般社団法人および一般財団法人に関する法律施行規則」第34条第３項に規定

する附属明細書は、事業報告の内容を補足する重要な事項が存在しないので作成しない。 

 

令和４年８月 

公益社団法人 大気環境学会 
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公益社団法人　大気環境学会

科        目

Ⅰ　資産の部

  １．流動資産

          現金預金

          未収会費

          未収金

          前払金

        流動資産合計

  ２．固定資産

    (1) その他固定資産

          斎藤基金

        その他固定資産合計

        固定資産合計

        資産合計

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

          未払金

          前受金

          前受会費

        流動負債合計

        負債合計

Ⅲ　正味財産の部

  １．一般正味財産

        正味財産合計

        負債及び正味財産合計

10,356,836 7,250,996 3,105,840

17,420,540 16,194,245 1,226,295

10,356,836 7,250,996 3,105,840

7,063,704 8,943,249 △ 1,879,545

7,063,704 8,943,249 △ 1,879,545

0 2,000 △ 2,000

7,026,600 7,250,000 △ 223,400

37,104 1,691,249 △ 1,654,145

17,420,540 16,194,245 1,226,295

1,269,500 1,269,500 0

1,269,500 1,269,500 0

1,269,500 1,269,500 0

16,151,040 14,924,745 1,226,295

375,000 173,000 202,000

809,800 13,794 796,006

14,486,240 14,397,951 88,289

480,000 340,000 140,000

貸借対照表
2022年 6月30日現在

（単位:円）

当年度 前年度 増  減
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公益社団法人　大気環境学会
科        目

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        受取会費
          正会員会費
          学生会員会費
          法人会員A会費
          法人会員B会費
          賛助会員会費
          終身会員会費
        事業収益
          大気環境学会誌事業
            掲載料
            広告料
            会誌販売
          年会事業
            参加費
            要旨集販売
            展示料
            広告料
            発表申込金
            その他
        受取補助金等
          受取国庫補助金
        雑収益
          受取利息
          雑収益
        経常収益計
    (2) 経常費用
        事業費
          通信運搬費
          消耗品費
          印刷製本費
          諸謝金
          支払負担金
          支払補助金
          委託費
          支払手数料
          未収会費放棄損
        管理費
          旅費交通費
          通信運搬費
          印刷製本費
          賃借料
          支払補助金
          委託費
          支払手数料
          未収会費放棄損
          雑費
          租税公課
        経常費用計
          評価損益等調整前当期経常増減額
          評価損益等計
          当期経常増減額
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計
    (2) 経常外費用
        経常外費用計
          当期経常外増減額
          当期一般正味財産増減額
          一般正味財産期首残高
          一般正味財産期末残高
Ⅱ　正味財産期末残高 10,356,836 7,250,996 3,105,840

10,356,836 7,250,996 3,105,840

3,105,840 3,193,224 △ 87,384
7,250,996 4,057,772 3,193,224

0 0 0
0 0 0

0 0 0

0 0 0
3,105,840 3,193,224 △ 87,384

3,105,840 3,193,224 △ 87,384

1,100 2,780 △ 1,680
15,312,212 15,105,520 206,692

60,000 521,000 △ 461,000
0 3,400 △ 3,400

1,034,360 1,157,357 △ 122,997
25,744 23,401 2,343

0 11,670 △ 11,670
352,514 188,516 163,998

9,552 14,996 △ 5,444
2,098 17,785 △ 15,687

1,581,134 2,064,268 △ 483,134
95,766 123,363 △ 27,597

102,980 94,814 8,166
60,000 869,000 △ 809,000

98,881 17,891 80,990
11,896,018 10,225,158 1,670,860

111,370 20,000 91,370
801,490 738,623 62,867

92,376 79,599 12,777
481,779 912,516 △ 430,737

13,731,078 13,041,252 689,826
86,184 83,651 2,533

310,088 705,652 △ 395,564
18,418,052 18,298,744 119,308

310,193 705,727 △ 395,534
105 75 30

0 2,000,000 △ 2,000,000
0 2,000,000 △ 2,000,000

488,000 410,000 78,000
0 2 △ 2

1,310,000 710,000 600,000
750,000 0 750,000

2,519,000 1,277,000 1,242,000
20,000 17,600 2,400

209,309 383,415 △ 174,106
5,087,000 2,414,602 2,672,398

1,361,550 1,010,000 351,550
330,000 270,000 60,000

6,987,859 4,078,017 2,909,842
1,900,859 1,663,415 237,444

50,000 100,000 △ 50,000
850,000 850,000 0

1,470,000 1,470,000 0
1,210,000 1,290,000 △ 80,000

400,000 255,000 145,000
7,140,000 7,550,000 △ 410,000

11,120,000 11,515,000 △ 395,000

正味財産増減計算書
2021年 7月 1日から2022年 6月30日まで

（単位:円）
当年度 前年度 増  減
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公益社団法人　大気環境学会
科        目

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        受取会費
          正会員会費
          学生会員会費
          法人会員A会費
          法人会員B会費
          賛助会員会費
          終身会員会費
        事業収益
          大気環境学会誌事業
            掲載料
            広告料
            会誌販売
          セミナー事業
          年会事業
            参加費
            要旨集販売
            展示料
            広告料
            発表申込金
        雑収益
          受取利息
          雑収益
        経常収益計
    (2) 経常費用
        事業費
          会議費
          旅費交通費
          通信運搬費
          消耗品費
          印刷製本費
          諸謝金
          支払負担金
          支払補助金
          委託費
          支払手数料
          未収会費放棄損
        管理費
          会議費
          旅費交通費
          通信運搬費
          消耗品費
          印刷製本費
          支払負担金
          支払補助金
          委託費
          支払手数料
          未収会費放棄損
          雑費
          租税公課
        経常費用計
          評価損益等調整前当期経常増減額
          評価損益等計
          当期経常増減額
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計
    (2) 経常外費用
        経常外費用計
          当期経常外増減額
          当期一般正味財産増減額
          一般正味財産期首残高
          一般正味財産期末残高
Ⅱ　正味財産期末残高 7,080,876 10,356,836 △ 3,275,960

7,080,876 10,356,836 △ 3,275,960

△ 170,120 3,105,840 △ 3,275,960
7,250,996 7,250,996 0

0 0 0
0 0 0

0 0 0

0 0 0
△ 170,120 3,105,840 △ 3,275,960

△ 170,120 3,105,840 △ 3,275,960

1,000 1,100 △ 100
18,277,020 15,312,212 2,964,808

0 60,000 △ 60,000
50,000 0 50,000

1,200,000 1,034,360 165,640
24,000 25,744 △ 1,744

10,000 0 10,000
500,000 352,514 147,486

10,000 0 10,000
20,000 2,098 17,902

200,000 95,766 104,234
30,000 9,552 20,448

2,095,000 1,581,134 513,866
50,000 0 50,000

96,000 102,980 △ 6,980
0 60,000 △ 60,000

100,000 98,881 1,119
13,338,936 11,896,018 1,442,918

340,000 111,370 228,630
600,000 801,490 △ 201,490

210,180 92,376 117,804
980,000 481,779 498,221

346,270 0 346,270
155,634 86,184 69,450

16,182,020 13,731,078 2,450,942
15,000 0 15,000

0 310,088 △ 310,088
18,106,900 18,418,052 △ 311,152

100 310,193 △ 310,093
100 105 △ 5

400,000 750,000 △ 350,000
504,000 488,000 16,000

36,000 20,000 16,000
1,000,000 1,310,000 △ 310,000

4,996,800 5,087,000 △ 90,200
3,056,800 2,519,000 537,800

300,000 209,309 90,691
150,000 0 150,000

1,100,000 1,361,550 △ 261,550
300,000 330,000 △ 30,000

6,846,800 6,987,859 △ 141,059
1,700,000 1,900,859 △ 200,859

0 50,000 △ 50,000
850,000 850,000 0

1,470,000 1,470,000 0
1,210,000 1,210,000 0

250,000 400,000 △ 150,000
7,480,000 7,140,000 340,000

11,260,000 11,120,000 140,000

予算対比正味財産増減計算書
2021年 7月 1日から2022年 6月30日まで

（単位:円）
予算額 決算額 差  異
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公益社団法人　大気環境学会

Ⅰ　一般正味財産増減の部

  １．経常増減の部

    (1) 経常収益

        受取会費

          正会員会費

          学生会員会費

          法人会員A会費

          法人会員B会費

          賛助会員会費

          終身会員会費

        事業収益

          大気環境学会誌事業

            掲載料

            広告料

            会誌販売

          年会事業

            参加費

            要旨集販売

            展示料

            広告料

            発表申込金

        雑収益

          受取利息

          雑収益

        経常収益計

    (2) 経常費用

        事業費

          通信運搬費

          消耗品費

          印刷製本費

          諸謝金

          支払負担金

          支払補助金

          委託費

          支払手数料

          未収会費放棄損

        管理費

          旅費交通費

          通信運搬費

          印刷製本費

          支払補助金

          委託費

          支払手数料

          未収会費放棄損

          租税公課

        経常費用計

          評価損益等調整前当期経常増減額

          評価損益等計

          当期経常増減額

  ２．経常外増減の部

    (1) 経常外収益

        経常外収益計

    (2) 経常外費用

        経常外費用計

          当期経常外増減額

          他会計振替前当期一般正味財産増減額

          当期一般正味財産増減額

          一般正味財産期首残高

          一般正味財産期末残高

Ⅱ　正味財産期末残高

10,356,836

10,356,836

△ 107,131 △ 107,131 3,212,971 0 3,105,840

7,250,996

0 0 0 0 0

△ 107,131 △ 107,131 3,212,971 0 3,105,840

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

△ 107,131 △ 107,131 3,212,971 0 3,105,840

△ 107,131 △ 107,131 3,212,971 0 3,105,840

0 0 0 0 0

0 0 1,100 0 1,100

13,731,078 13,731,078 1,581,134 0 15,312,212

0 0 25,744 0 25,744

0 0 60,000 0 60,000

0 0 352,514 0 352,514

0 0 1,034,360 0 1,034,360

0 0 9,552 0 9,552

0 0 2,098 0 2,098

0 0 1,581,134 0 1,581,134

0 0 95,766 0 95,766

102,980 102,980 0 0 102,980

60,000 60,000 0 0 60,000

98,881 98,881 0 0 98,881

11,896,018 11,896,018 0 0 11,896,018

111,370 111,370 0 0 111,370

801,490 801,490 0 0 801,490

92,376 92,376 0 0 92,376

481,779 481,779 0 0 481,779

13,731,078 13,731,078 0 0 13,731,078

86,184 86,184 0 0 86,184

13,623,947 13,623,947 4,794,105 0 18,418,052

0 0 105 0 105

290,088 290,088 20,000 0 310,088

488,000 488,000 0 0 488,000

290,088 290,088 20,105 0 310,193

1,310,000 1,310,000 0 0 1,310,000

750,000 750,000 0 0 750,000

2,519,000 2,519,000 0 0 2,519,000

20,000 20,000 0 0 20,000

209,309 209,309 0 0 209,309

5,087,000 5,087,000 0 0 5,087,000

1,361,550 1,361,550 0 0 1,361,550

330,000 330,000 0 0 330,000

6,987,859 6,987,859 0 0 6,987,859

1,900,859 1,900,859 0 0 1,900,859

595,000 595,000 255,000 0 850,000

25,000 25,000 25,000 0 50,000

847,000 847,000 363,000 0 1,210,000

1,029,000 1,029,000 441,000 0 1,470,000

3,570,000 3,570,000 3,570,000 0 7,140,000

280,000 280,000 120,000 0 400,000

6,346,000 6,346,000 4,774,000 0 11,120,000

正味財産増減計算書内訳表
2021年 7月 1日から2022年 6月30日まで

科        目
公益目的事業会計

法人会計 内部取引等消去 合   計
公1 小計
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場所・物量等 使用目的等

  (流動資産)

  現金預金 普通預金 運転資金として

      三井住友銀行新宿通支店49

      三菱UFJ信託銀行新宿支店50

      三井住友銀行新宿通支店80

      三井住友銀行新宿通支店91

      三井住友銀行新宿通支店05

      みずほ銀行新宿支店26

  郵便振替 運転資金として

      郵便振替口座9049

  未収会費 2021年度の未納会費

  未収金 掲載料等

  前払金 公益目的事業の業務に使用する翌事業年度委託費

  (固定資産)

    その他固定資産

  斎藤基金 定期預金

　三井住友銀行新宿通支店31

  (流動負債)

  未払金 支払補助金 管理目的に使用する支払補助金

  前受会費

      正会員 翌事業年度以降の会費 公益目的事業及び管理目的の業務に使用する翌事業年度会費

      学生会員 翌事業年度以降の会費 公益目的事業及び管理目的の業務に使用する翌事業年度会費

    　法人会員A 翌事業年度以降の会費 公益目的事業及び管理目的の業務に使用する翌事業年度会費

      法人会員B 翌事業年度以降の会費 公益目的事業及び管理目的の業務に使用する翌事業年度会費

    　賛助会員 翌事業年度以降の会費 公益目的事業及び管理目的の業務に使用する翌事業年度会費

財産目録
2022年6月30日現在

公益社団法人　大気環境学会 （単位:円）

貸借対照表科目 金        額

375,000

12,641,596

8,393,677

51,108

2

11

1,182,643

3,014,155

1,844,644

1,844,644

480,000

809,800

   流動資産合計 16,151,040

1,269,500

1,269,500

   固定資産合計 1,269,500

     資産合計 17,420,540

37,104

7,026,600

5,800,000

380,000

126,600

     正味財産 10,356,836

120,000

600,000

   流動負債合計 7,063,704

     負債合計 7,063,704
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1. 重要な会計方針

（1）計算書類及びその附属明細書の作成基準

「公益法人会計基準」（平成20年4月11日内閣府公益認定等委員会、平成30年6月15日改正）を採用している。

（2）消費税の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式を採用している。

1. 基本財産及び特定資産の明細

該当なし

財務諸表に対する注記

附属明細書

【第１号議案】
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令和３年度監査結果 

去る令和 4年 8 月 4 日（木）15 時より、Web 会議にて、中井里史財務担当常任理

事、米持総務担当常任理事、伊豆田猛学会長、事務局の立会のもとで、令和３年度事

業実績及び一般会計決算について監査を実施致しました。 

監査の結果、事業は適正に実施され、また、会計決算につきましては、貸借対照表、

正味財産増減計算書及び財産目録、預金残高など精査致しました結果、適正に処理さ

れていることを確認致しました。 

なお、学会の会計状況及び活動状況につきまして、以下の点につきまして口頭にて

要望することと致しました。 

「要望事項」 

令和３年度も前年度に引き続き新型コロナウィルス感染症による緊急事態宣言やま

ん延防止等重点措置が発出されるなど、学会活動が制約を受ける中、オンラインで会

議・行事を実施するとともに、支部活動を徐々に再開するなど適切に会務が執行され

ました。財政面では、効率的な会務の運営、書籍収入、年会のオンライン開催などに

より単年度で大幅な黒字となり、正味財産が増加しました。一方で、学会員は依然と

して長期減少傾向が続き、また、大気環境学会誌への投稿も減るなど、今後の学会運

営は未だ楽観視できる状況ではないことは言うまでもありません。また、今年度の黒

字にはコロナ禍の影響による旅費交通費などの支出減少が寄与していると考えられま

す。 

以上のことから、令和４年度も引き続き、コロナ禍の状況に応じて柔軟な学会運営

に努めるとともに、学会の魅力を高め、会員や事業収入の増加にもつながるような新

たな取組に期待致します。また、大きな社会課題となっている気候変動問題に、本学

会としても分科会・研究会や支部での活動を端緒に積極的に対応していく必要がある

と考えられます。中長期的に持続可能な学会をめざし、そのビジョンを会員の総意で

描き、実現に至る計画を立てて実行されることを期待致します。 

 

監事 大原 利眞 

監事  市川 陽一 
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大気環境学会役員の選任について

（１）　理事候補者 (選挙区ごと50音順)
選挙区 理事定数 氏名 所属

北海道・東北支部 2 齊藤　貢 岩手大学
野口　泉 (地独)北海道立総合研究機構 

関東支部 9 伊豆田　猛 東京農工大学大学院
上野　広行 (公財)東京都環境公社
大河内　博 早稲田大学
奥田　知明 慶應義塾大学
茶谷　聡 国立研究開発法人　国立環境研究所

中井　里史 横浜国立大学大学院 
速水　洋 早稲田大学
松田　和秀 東京農工大学
米持　真一 埼玉県環境科学国際センター 

中部支部 3 長田　和雄 名古屋大学大学院 
佐瀨　裕之 (一財)日本環境衛生センター アジア大気汚染研究センター
皆巳　幸也 石川県立大学

近畿支部 3 紀本　岳志 紀本電子工業(株)
島　正之 兵庫医科大学 

竹中　規訓 大阪公立大学大学院
中国・四国支部 2 大原　真由美 -

樋口　隆哉 山口大学
九州支部 2 鵜野　伊津志 九州大学

張　代洲 熊本県立大学

（２）　監事候補者
選挙区 監事定数 氏名 所属
東日本 1 大原　利眞 国立研究開発法人 国立環境研究所
西日本 1 大泉　毅 (一財)日本環境衛生センター アジア大気汚染研究センター
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令和4年度（公社）大気環境学会事業計画 

（令和4年7月1日から令和5年6月30日まで） 
 
1. 大気環境に関する普及啓発事業（公益目的事業） 

1.1 会誌等の発行事業 

大気環境の学会誌「大気環境学会誌」及び英文専門の「AJAE(Asian Journal of Atmospheric 

Environment)」の発行を通じて大気環境に関する情報の普及啓発を行い、もって学術及び文化の発

展に寄与し、大気環境保全のために資することを目的として実施する。 

(1) 大気環境学会誌の発行 

機関誌として「大気環境学会誌」の電子ジャーナルを年6回発行する。同誌には、研究論文、総

説、入門講座等を掲載する。なお、研究論文、総説、入門講座等は、J-STAGEを通じて、不特定

多数の方にも閲覧可能とする（一部を除く）。 

(2) AJAE(Asian Journal of Atmospheric Environment)の発行 

英文専門の学会誌であるAJAEには、主に日中韓三ヶ国の大気環境学会会員から投稿された大気

環境に関する英文の論文を掲載する。AJAEは、年4回発行する。また、本法人のホームページに

同じ内容の情報を掲載し、不特定多数の方にも閲覧可能とする。 
 

1.2 年会、シンポジウム及び講演会等の開催事業 

大気環境に関する年会、シンポジウム及び講演会等の開催を通じて、大気環境に関する情報の

普及啓発を行い、もって学術及び文化の発展に寄与し、大気環境保全のために資することを目的

として実施する。 

(1) 年会 

 第63回大気環境学会年会を以下の日程で開催する。 

会 期   ： 令和4年9月14日（水）～9月16日（金） 

会 場   ： 大阪公立大学中百舌鳥キャンパス 

学 会 長  ： 伊豆田猛（東京農工大学） 

年 会 長  ： 竹中規訓（大阪公立大学） 

年会事務局 ： 大阪公立大学 

内 容   ： 研究成果の発表（約400件を予定）、特別集会および分科会を開催する。 
 

(2) シンポジウム及び講演会 

年会とは別に、各委員会や各分科会が大気環境に関するシンポジウム及び講演会を実施する。 
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1.3 表彰活動事業 

大気環境に関する研究の表彰活動を通じて大気環境の研究を振興し、更なる普及啓発、学術 

及び文化の発展に寄与し、大気環境保全のために資することを目的として実施する。本法人が、

表彰活動として実施する内容は、以下のとおりとする。 

(1) 大気環境学会賞 

会員2名以上の推薦による受賞候補者の中から選出された優秀な人に学術賞、功労賞、進歩賞、

技術賞を授与する。 

① 学術賞：国内外において学術上、ならびに社会的に顕著な業績をあげた人 

② 功労賞：本法人または地域・社会に対して多大な功績をあげた人（年齢55歳以上） 

③ 進歩賞：学術上優れた業績をあげた若手研究者（年齢40歳以下） 

④ 技術賞：技術的に優れた業績をあげたか、或いは技術の普及に著しい功績をあげた人 

(2) 大気環境学会論文賞 

「大気環境学会誌」及び「AJAE」に掲載された研究論文を対象とし、着想の独創性・新規性、

研究手法の独創性・新規性、学術的・社会的な重要性、論文の完成度を鑑みて選考する。 
 

1.4 運営等に関する会議の開催 

(1) 第63回総会を令和4年9月9日（金）に開催する。 

(2) 理事会及び常任理事会を開催し、当学会の運営に係る事項を審議する。 

(3) その他、当学会の運営に必要な会議を開催する。 
 

1.5 委員会の開催 

(1) 倫理委員会を開催し、本法人に係る倫理問題について検討する。 

(2) 編集委員会を開催し、大気環境学会誌の企画・編集を行なう。 

(3) 国際交流委員会を開催し、国外の大気環境研究者との学術的交流を進めることにより国際交

流活動の推進を図る。 

(4) 学会賞選考委員会を開催し、学会賞候補者を選考する。 

(5) 論文賞選考委員会を開催し、論文賞候補者を選考する。 

(6) 広報委員会を開催し、ホームページ等を活用して社会に対して学会活動等を広報する活動の

推進を図る。 

(7) 企画運営委員会を開催し、大気環境に関する事業活動の企画運営を行い、財務改善を図る。 

(8) 産官学民連絡協議会を開催し、関連業界、国・自治体、大学、民間等との連携を図る。 

(9) AJAE委員会を開催し、AJAE誌の企画等について検討する。 

(10) 年会委員会を開催し、今後の年会の開催方法を検討するとともに、年会実行委員会との連携
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を図る。 

(11) 地方環境研究所等委員会を開催し、地環研における研究と学会における活動の促進を図る。 

(12) 「大気環境未来60」募金委員会を開催し、募金の運用方法について検討する。 

(13) 記録編纂委員会を開催し、大気環境問題に係わる出来事などの整理と記録を行う。 
 

1.6 分科会等の活動 

分科会、研究会における調査研究、講演会、シンポジウムの開催等の活動を推進する。 
 

1.7 支部の活動 

総会、講演会、セミナーなどの各支部の活動を推進する。 
 

1.8 調査研究事業 

大気環境の専門家である本法人の会員で構成される学会本体、分科会、または研究会などが行

う調査研究を推進する。 

また、公益性のある団体が募集する研究助成あるいは調査研究事業（以下、「公募研究等」と

いう。）に積極的に応募することを推進する。なお、公募研究の応募にあたっては、「公益社団

法人大気環境学会外部受託研究に関する内規」に従い、予め常任理事会の承認を得ることとする。 
 
1.9 その他 

会員との連絡を円滑に行うため、マイページの運用を促進する。 
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公益社団法人　大気環境学会 （単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        受取会費 10,980,000 11,260,000 △ 280,000
          正会員会費 7,220,000 7,480,000 △ 260,000 22年4月30日時点会員数722名×10,000円

          学生会員会費 350,000 250,000 100,000 21年度実績

          法人会員A会費 1,170,000 1,210,000 △ 40,000 22年4月30日時点会員数117団体×10,000円

          法人会員B会費 1,440,000 1,470,000 △ 30,000 22年4月30日時点会員数48団体×30,000円

          賛助会員会費 800,000 850,000 △ 50,000 22年4月30日時点会員数15団体16口×50,000円

        事業収益 11,375,000 6,846,800 4,528,200
          大気環境学会誌事業 1,700,000 1,700,000 0
            掲載料 1,100,000 1,100,000 0 21年度実績
            広告料 300,000 300,000 0 バナー広告
            会誌販売 300,000 300,000 0 BN販売、POD販売、著作権料、入門講座販売分
          セミナー事業 150,000 150,000 0

          年会事業 9,265,000 4,996,800 4,268,200
第63回年会　22年9月14-16日
大阪公立大学

            参加費 3,825,000 3,056,800 768,200
            要旨集販売 0 36,000 △ 36,000
            展示料 3,500,000 1,000,000 2,500,000
            広告料 1,200,000 400,000 800,000
            発表申込金 740,000 504,000 236,000
          調査研究事業 260,000 0 260,000
        雑収益 100 100 0
          受取利息 100 100 0
          雑収益 0 0 0
        経常収益計 22,355,100 18,106,900 4,248,200
    (2) 経常費用
        事業費 20,302,000 16,182,020 4,119,980
          臨時雇賃金 100,000 0 100,000 第63回年会：100,000円
          会議費 115,000 15,000 100,000

          旅費交通費 390,000 346,270 43,730
第63回年会：50,000円
各委員会交通費：140,000円
大気環境未来60:200,000円

          通信運搬費 130,000 155,634 △ 25,634
第63回年会：50,000円
管理費按分：80,000円

          消耗品費 600,000 210,180 389,820

第63回年会：400,000円
表彰：60,000円
大気環境未来60:100,000円
管理費按分：40,000円

          印刷製本費 1,780,000 980,000 800,000
学会誌合本(vol.57)印刷費、別刷代：500,000円
年会：1,000,000円、大気環境未来60:100,000円
調査研究：100,000円、管理費按分：80,000円

          賃借料 700,000 0 700,000 第63回年会：700,000円

          諸謝金 560,000 340,000 220,000
第63回年会：200,000円
学会誌原稿料：200,000円
調査研究：160,000円

          支払負担金 800,000 600,000 200,000 AJAE負担金
          支払補助金 100,000 100,000 0 分科会補助金：100,000円

          委託費 14,865,000 13,338,936 1,526,064
学会誌：3,900,000円　学会誌6号分の編集費、制作費

年会：5,925,000円
管理費按分(事務局委託費)：5,040,000円

          支払手数料 112,000 96,000 16,000
          未収会費放棄損 50,000 0 50,000
        管理費 2,091,000 2,095,000 △ 4,000
          会議費 30,000 50,000 △ 20,000
          旅費交通費 150,000 200,000 △ 50,000 理事会、常任理事会交通費
          通信運搬費 20,000 30,000 △ 10,000
          消耗品費 10,000 10,000 0
          印刷製本費 20,000 20,000 0
          支払負担金 10,000 10,000 0 環境工学連合分担金
          支払補助金 500,000 500,000 0 支部補助金：500,000円
          委託費 1,260,000 1,200,000 60,000 事務局委託費
          支払手数料 28,000 24,000 4,000 振込手数料
          未収会費放棄損 50,000 0 50,000
          雑費 10,000 50,000 △ 40,000
          租税公課 3,000 1,000 2,000
        経常費用計 22,393,000 18,277,020 4,115,980
          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 37,900 △ 170,120 132,220
          評価損益等計 0 0 0
          当期経常増減額 △ 37,900 △ 170,120 132,220
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 37,900 △ 170,120 132,220
          一般正味財産期首残高 7,080,876 7,250,996 △ 170,120
          一般正味財産期末残高 7,042,976 7,080,876 △ 37,900
Ⅱ　正味財産期末残高 7,042,976 7,080,876 △ 37,900

正味財産増減予算書

2022年 7月 1日から2023年6月30日まで

2022予算備考増減前年度科        目 当年度
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公益社団法人　大気環境学会

学会誌 AJAE 年会 大気環境未来60

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        受取会費 0 0 0 0 0 0 6,242,000 6,242,000 4,738,000 0 10,980,000
          正会員会費 0 0 0 0 0 0 3,610,000 3,610,000 3,610,000 0 7,220,000
          学生会員会費 0 0 0 0 0 0 245,000 245,000 105,000 0 350,000
          法人会員A会費 0 0 0 0 0 0 819,000 819,000 351,000 0 1,170,000
          法人会員B会費 0 0 0 0 0 0 1,008,000 1,008,000 432,000 0 1,440,000
          賛助会員会費 0 0 0 0 0 0 560,000 560,000 240,000 0 800,000
        事業収益 1,400,000 0 0 9,265,000 0 260,000 450,000 11,375,000 0 0 11,375,000
          大気環境学会誌事業 1,400,000 0 0 0 0 0 300,000 1,700,000 0 0 1,700,000
            掲載料 1,100,000 0 0 0 0 0 0 1,100,000 0 0 1,100,000
            広告料 0 0 0 0 0 0 300,000 300,000 0 0 300,000
            会誌販売 300,000 0 0 0 0 0 0 300,000 0 0 300,000
          セミナー事業 0 0 0 0 0 0 150,000 150,000 0 0 150,000
          年会事業 0 0 0 9,265,000 0 0 0 9,265,000 0 0 9,265,000
            参加費 0 0 0 3,825,000 0 0 0 3,825,000 0 0 3,825,000
            要旨集販売 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
            展示料 0 0 0 3,500,000 0 0 0 3,500,000 0 0 3,500,000
            広告料 0 0 0 1,200,000 0 0 0 1,200,000 0 0 1,200,000
            発表申込金 0 0 0 740,000 0 0 0 740,000 0 0 740,000
          調査研究事業 0 0 0 0 0 260,000 0 260,000 0 0 260,000
        雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100
          受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0 100
          雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
        経常収益計 1,400,000 0 0 9,265,000 0 260,000 6,692,000 17,617,000 4,738,100 0 22,355,100
    (2) 経常費用
        事業費 4,710,000 800,000 105,000 8,525,000 400,000 260,000 5,502,000 20,302,000 0 0 20,302,000
          臨時雇賃金 0 0 0 100,000 0 0 0 100,000 0 0 100,000
          会議費 10,000 0 5,000 100,000 0 0 0 115,000 0 0 115,000
          旅費交通費 100,000 0 40,000 50,000 200,000 0 0 390,000 0 0 390,000
          通信運搬費 0 0 0 50,000 0 0 80,000 130,000 0 0 130,000
          消耗品費 0 0 60,000 400,000 100,000 0 40,000 600,000 0 0 600,000
          印刷製本費 500,000 0 0 1,000,000 100,000 100,000 80,000 1,780,000 0 0 1,780,000
          賃借料 0 0 0 700,000 0 0 0 700,000 0 0 700,000
          諸謝金 200,000 0 0 200,000 0 160,000 0 560,000 0 0 560,000
          支払負担金 0 800,000 0 0 0 0 0 800,000 0 0 800,000
          支払補助金 0 0 0 0 0 0 100,000 100,000 0 0 100,000
          委託費 3,900,000 0 0 5,925,000 0 0 5,040,000 14,865,000 0 0 14,865,000
          支払手数料 0 0 0 0 0 0 112,000 112,000 0 0 112,000
          未収会費放棄損 0 0 0 0 0 0 50,000 50,000 0 0 50,000
        管理費 0 0 0 0 0 0 0 0 2,091,000 0 2,091,000
          会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 30,000 0 30,000
          旅費交通費 0 0 0 0 0 0 0 0 150,000 0 150,000
          通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0 0 20,000 0 20,000
          消耗品費 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 0 10,000
          印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0 0 20,000 0 20,000
          支払負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 0 10,000
          支払補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 500,000 0 500,000
          委託費 0 0 0 0 0 0 0 0 1,260,000 0 1,260,000
          支払手数料 0 0 0 0 0 0 0 0 28,000 0 28,000
          未収会費放棄損 0 0 0 0 0 0 0 0 50,000 0 50,000
          雑費 0 0 0 0 0 0 0 0 10,000 0 10,000
          租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 3,000 0 3,000
        経常費用計 4,710,000 800,000 105,000 8,525,000 400,000 260,000 5,502,000 20,302,000 2,091,000 0 22,393,000
          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 3,310,000 △ 800,000 △ 105,000 740,000 △ 400,000 0 1,190,000 △ 2,685,000 2,647,100 0 △ 37,900
          評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
          当期経常増減額 △ 3,310,000 △ 800,000 △ 105,000 740,000 △ 400,000 0 1,190,000 △ 2,685,000 2,647,100 0 △ 37,900
  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
        経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
    (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
          当期一般正味財産増減額 △ 3,310,000 △ 800,000 △ 105,000 740,000 △ 400,000 0 1,190,000 △ 2,685,000 2,647,100 0 △ 37,900
          一般正味財産期首残高 7,080,876
          一般正味財産期末残高 7,042,976
Ⅱ　正味財産期末残高 7,042,976

法人会計 内部取引等消去 合   計
表彰

年会、講演会、
シンポジウム等 調査研究 共通 小計

正味財産増減予算書内訳表
2022年 7月 1日から2023年6月30日まで

（単位：円）
公益目的事業会計

科        目 会誌等発行事業
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①費用配賦基準
管理費の配賦基準

科目名
公益目的
事業共通

法人会計 合計 備考

正会員会費 50% 50% 100%
学生会員会費 70% 30% 100%
法人会員A会費 70% 30% 100%
法人会員B会費 70% 30% 100%
賛助会員会費 70% 30% 100%
通信運搬費 80% 20% 100%
消耗品費 80% 20% 100%
印刷製本費 80% 20% 100%
委託費 80% 20% 100%
支払手数料 80% 20% 100%
未収会費放棄損 50% 50% 100%

②管理費配賦額

備考
公益目的
事業共通

法人会計

正会員会費 7,220,000 3,610,000 3,610,000
学生会員会費 350,000 245,000 105,000
法人会員A会費 1,170,000 819,000 351,000
法人会員B会費 1,440,000 1,008,000 432,000
賛助会員会費 800,000 560,000 240,000
通信運搬費 100,000 80,000 20,000 会費請求送料10万円、事務局送料5万円
消耗品費 50,000 40,000 10,000 封筒代等
印刷製本費 100,000 80,000 20,000 総会資料印刷、事務局コピー代
委託費 6,300,000 5,040,000 1,260,000 算定基準書より600万円。22年度選挙あり30万円
支払手数料 140,000 112,000 28,000
未収会費放棄損 100,000 50,000 50,000

合計 17,770,000 11,644,000 6,126,000

配賦金額

管理費 予算総額

【第３号議案】
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円

円

（２）設備投資の見込みについて

設備投資の予定

事業

区分 番号

事業
年度

円

資金調達及び設備投資の見込みについて

（１）資金調達の見込みについて

法人コード

番号

当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む。）の予定の有無を記載し、設備投資の予定がある場合には、その内容等を記載してくださ
い。

自 令和4年7月1日

令和5年6月30日至

円

設備投資の内容
支出又は収入の

予定額

使途

借入れの予定

資金調達方法
又は取得資金の使途

借入先 金額

法人名 公益社団法人大気環境学会

なし

なし

当期中における借入れの予定の有無を記載し、借入れ予定がある場合は、その借入先等を記載してください。

事業

区分

7

【第３号議案】

24

ishii
ハイライト表示

ishii
ハイライト表示



名誉会員の推戴について 
 
このたび、理事会の推薦により、伊豆田 猛会長が指名した以下の 6 名の会員を 
大気環境学会名誉会員に推戴する。 
 
・土器屋由紀子会員(関東支部所属) 
・鶴田 治雄 会員(関東支部所属) 
・前田 泰昭 会員(近畿支部所属) 
・野内 勇  会員(関東支部所属) 
・原  宏  会員(関東支部所属) 
・指宿 堯嗣 会員(関東支部所属)  
 

（注１）定款第五条において名誉会員は以下のように定められている。 
「この法人に対し功労のあった個人又は大気環境研究について顕著な功績のあった個人で

理事会の推薦により会長が指名した者」 
 
（注２）名誉会員推戴の目安(2022 年 6 月 10 日に理事会で承認)は以下のとおりである。 

(1)会員歴(30 年以上) 
(2)年齢(およそ 70 歳以上) 
(3)役員歴(会長、副会長、各種委員会の長の経験者など) 
(4)理事歴(２期以上) 
(5)年会開催における顕著な貢献(年会長や年会実行委員長の経験者など) 
(6)支部活動における顕著な貢献(支部長や副支部長の経験者など) 
(7)大気環境研究や大気環境行政における顕著な功績(学術賞受賞者など) 
(8)大気環境学会に対する顕著な功労(功労賞受賞者など) 
 
上記の(1)と(2)に該当し、さらに(3)〜(8)に一つ以上該当する会員を、理事会が 
推薦し、会長が名誉会員に指名する。 
 
名誉会員候補者(2022 年度)の該当状況 
土器屋 由紀子 会員 (該当項目:(1)(2)(4)(7)) 
鶴田  治雄  会員 (該当項目:(1)(2)(4)(7)) 
前田  泰昭  会員 (該当項目:(1)(2)(4)(7)) 
野内  勇   会員 (該当項目:(1)(2)(4)(7)) 
原   宏   会員 (該当項目:(1)(2)(4)(7)) 
指宿  堯嗣  会員 (該当項目:(1)(2)(4)(7)) 

【第４号議案】
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名 誉 会 員 の 推 薦 書 

 

                    被推薦者: 土器屋由紀子 

 
                            推薦者 

 公益社団法人大気環境学会 
会長  伊豆田 猛 

 
 
 

土器屋由紀子会員は、1983 年に大気汚染研究協会に入会され、  

現在に至るまで、長きにわたり大気環境学会へ多大なる貢献をされ

てきました。 
 

 この間、大気環境研究に関する顕著な功績を残されるとともに、 

大気環境学会の運営にも貢献されてきました。 
 

よって、ここに感謝の意を表し、これまでの功績を称え、    

土器屋由紀子会員を名誉会員に推薦いたします。 
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名 誉 会 員 の 推 薦 書 

 

                被推薦者: 鶴田治雄 

 
                            推薦者 

  公益社団法人大気環境学会 
会長  伊豆田 猛 

 
 
 

鶴田治雄会員は、1975 年に大気汚染研究全国協議会に入会され、

現在に至るまで、長きにわたり大気環境学会へ多大なる貢献をされ

てきました。 
 

 この間、大気環境研究に関する顕著な功績を残されるとともに、 

大気環境学会の運営にも貢献されてきました。 
 

よって、ここに感謝の意を表し、これまでの功績を称え、    

鶴田治雄会員を名誉会員に推薦いたします。 
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名 誉 会 員 の 推 薦 書 

 

                被推薦者: 前田泰昭 

 
                            推薦者 

 公益社団法人大気環境学会 
会長  伊豆田 猛 

 
 
 

前田泰昭会員は、1973 年に大気汚染研究全国協議会に入会され、

現在に至るまで、長きにわたり大気環境学会へ多大なる貢献をされ

てきました。 
 

 この間、大気環境研究に関する顕著な功績を残されるとともに、 

大気環境学会の運営にも貢献されてきました。 
 

よって、ここに感謝の意を表し、これまでの功績を称え、    

前田泰昭会員を名誉会員に推薦いたします。 
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名 誉 会 員 の 推 薦 書 

 

                被推薦者: 野内 勇 

 
                            推薦者 

 公益社団法人大気環境学会 
会長  伊豆田 猛 

 
 
 

野内 勇会員は、1965 年に大気汚染研究全国協議会に入会され、 

現在に至るまで、長きにわたり大気環境学会へ多大なる貢献をされ

てきました。 
 

 この間、大気環境研究に関する顕著な功績を残されるとともに、 

大気環境学会の運営にも貢献されてきました。 
 

よって、ここに感謝の意を表し、これまでの功績を称え、    

野内 勇会員を名誉会員に推薦いたします。 
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名 誉 会 員 の 推 薦 書 

 

              被推薦者: 原 宏 

 
                            推薦者 

 公益社団法人大気環境学会 
会長  伊豆田 猛 

 
 
 

原 宏会員は、1977 年に大気汚染研究全国協議会に入会され、  

現在に至るまで、長きにわたり大気環境学会へ多大なる貢献をされ

てきました。 
 

 この間、大気環境研究に関する顕著な功績を残されるとともに、 

大気環境学会の運営にも貢献されてきました。 
 

よって、ここに感謝の意を表し、これまでの功績を称え、    

原 宏会員を名誉会員に推薦いたします。 
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名 誉 会 員 の 推 薦 書 

 

                被推薦者: 指宿堯嗣 

 
                            推薦者 

 公益社団法人大気環境学会 
会長  伊豆田 猛 

 
 
 

指宿堯嗣会員は、1982 年に大気汚染研究協会に入会され、現在に

至るまで、長きにわたり大気環境学会へ多大なる貢献をされてきま

した。 
 

 この間、大気環境研究に関する顕著な功績を残されるとともに、 

大気環境学会の運営にも貢献されてきました。 
 

よって、ここに感謝の意を表し、これまでの功績を称え、    

指宿堯嗣会員を名誉会員に推薦いたします。 
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第 64 回及び第 65 回大気環境学会年会開催地 

 

（１） 第 64 回大気環境学会年会予定 

場所：産業技術総合研究所 つくばセンター 

茨城県つくば市東 1-1-1  

開催予定日: 2023 年 9 月 13 日(水)～15 日(金) 

年会長：兼保 直樹(国立研究開発法人産業技術総合研究所 上級主任研究員) 

 

（２） 第 65 回大気環境学会年会予定 

年会委員会にて年会長および開催地を検討中 
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